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　近年、山椒は和製スパイスとして国内外で需要が高まる一方、主要産地の減産により全国的に

供給不足が続いています。軽量かつ高単価で輸送コストを抑えられることから、新上五島町では

新たな特産品として山椒の導入が進められています。

　令和６年２月の定植開始から、現在は生産者３名が計２７０本を育成しており、いよいよ令和

８年から待望の初収穫を迎えます。振興局では展示圃での技術実証や作付推進に取り組んでおり、

関係機関と連携して産地化を目指します。

お問合せ先
農業振興普及課
（上五島）

0959-52-8175

　令和７年４月に策定された「地域計画」ですが、現在も管内の約１割（367ha）の農地で 10

年後の耕作者が未定です。実情に合わせ、計画を毎年見直し、充実させていく必要があります。

【皆様へのお願い】
１　話し合いへの参加：随時開催される地域の会
　　合へ是非ご出席ください。

２　規模拡大の相談：農地拡大の意向がある方　
　　は、積極的に市町農林課へご相談ください。

　将来の農地を守るため、ご協力をお願いします。

「地域計画」は作って終わりではありません
お問合せ先

農業振興普及課
0959-72-5115

新上五島町における「山椒」産地化への挑戦
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